
(4)回復及び社会復帰に関する理解の促進
(2)相談窓口の整備と支援につなげる体制
　　づくり
(3)医療水準の向上と医療機関連携の推進

○　ギャンブル等依存症に関する予防及び相談支援から治療・回復支援に至るまで
　切れ目のない体制を整備します。

　①精神保健福祉センター・保健所での相談支援
　　　50件（R2年度実績）　⇒相談件数の増加（R2年度実績の倍以上）
　②専門医療機関の選定
　　　３か所（２／７圏域）　⇒専門医療機関数の増加（全圏域）
　③依存症対策に関する連携会議の開催
　　　⇒年１回以上

(1)教育及び普及啓発
(2)不適切なギャンブル等への誘引の防止

(5)ギャンブル等依存症の回復支援
(3)相談支援等
(4)ギャンブル等依存症に係る医療提
　 供体制の整備

(6)自助グループ及び民間支援団体との連携　　　(7)人材の確保　　　(8)関係機関との連携の促進

(1)正しい知識の普及啓発及びギャンブル
　　等への過剰な参加の防止

重
点
課
題

目
標

○　ギャンブル等依存症に関する正しい知
　識の普及啓発により、生涯を通じたギャ
　ンブル等依存症の発症を予防します。

①児童生徒への教育・啓発
　　⇒年１回　チラシ・リーフレットの配付等
　　　　小学６年生、高校３年生
②職域への啓発
　　⇒年１回　職域関係団体を通じたチラ
　　　　シ・リーフレットの配布等

１ 基本理念

(1) ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた対策を適切に実施するとともに、ギャンブル等依存症である者等

及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるよう支援します。

(2)多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等、ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題に関する施策との有機的な連携が図られるよう、

必要な配慮を行います。

(3)  医療提供体制や相談支援体制の整備において、アルコール健康障害・薬物依存症等に関する施策との有機的な連携が図られ

るよう、必要な配慮を行います。

１ 計画策定の趣旨

○ ギャンブル等依存症対策を総合的かつ計画的に推進し、もって県民の健全な

生活の確保を図るとともに、県民が安心して暮らすことができる社会の実現に

寄与することを目的とします。

◇ ギャンブル等に過度にのめり込み、日常生活又は社会生活に支障が生じて

いる状態をギャンブル等依存症と言います。

◇ ギャンブル等行為を繰り返すうちに進行していく脳の病気（不調）で、誰もが

なる可能性があります。

※ ギャンブル等：法律の定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他射幸行為

２ 計画の位置づけ

ギャンブル等依存症対策基本法に規定される「都道府県ギャンブル等依存症

対策推進計画」

３ 計画の期間 令和４年度～令和９年度（６年間）

１ ギャンブル等の状況

○ 県内の公営競技場は、弥彦競輪場、JRA新潟競馬場の２か所です。いずれも

入場者数は減少傾向ですが、インターネット投票により売得金は増加しています。

○ 県内の遊技場店舗及び遊技機設置台数は、減少傾向にあります。

○ 最近の状況として、インターネットを使用した外国為替証拠金取引（FX）やオ

ンラインゲーム（課金）等への依存も問題となっています。

２ ギャンブル等依存症の状況

○ 県内でギャンブル等依存症が疑われる人は約４万人と推計されます。

○ 精神保健福祉センター等の相談件数は、増加傾向にありますが、相談

機関につながっていない人が多いと考えられます。

○ ギャンブル等依存症での精神科病院入院患者は14人、外来患者は77人

（R元年度）と少ない状況です。

○ 県内のギャンブル等依存症に係る専門医療機関は３か所（うち、治療拠

点機関１か所）です。

３ ギャンブル等依存症問題の状況

ギャンブル等依存症は、多重債務、貧困、虐待、自殺犯罪等の社会問題を

引き起こすおそれがあり、広くギャンブル等依存症問題と捉え、各関係機関

が連携して支援していくことが必要です。

Ⅰ 計画策定の趣旨等

Ⅱ 新潟県の現状

Ⅲ ギャンブル等依存症対策の基本的な考え方

１ 推進体制

○ 保健医療福祉・教育・警察等関係機関や関係事業者等

が、それぞれ責務・役割を担うとともに、互いに連携協力し、

取組を進めます。

○ ギャンブル等依存症の専門医療機関と相談拠点機関

（県精神保健福祉センター）を中心に、保健所、自助グルー

プ、民間支援団体等と連携し、支援します。

２ 進行管理

○ 新潟県精神保健福祉審議会等において意見聴取を行い、

適切に進行管理を行います。

○ 国調査の結果等を踏まえ、連携会議において有効な指

標を設定するなど、計画の取組状況の見える化を図ります。

○ 計画期間が終了する前であっても必要に応じて見直し

を行います。

再発予防（３次予防）進行予防（２次予防）発症予防（１次予防）

「新潟県ギャンブル等依存症対策推進計画（案）」概要版

Ⅵ 推進体制

２ 基本的な方向

ギャンブル等依存症とは

支
援
体
制
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H28 H29 H30 R１ R２

県精神保健福祉センター 7 10 15 36 22

県保健所（１２カ所） 33 29 22 33 28

新潟市こころの健康センター 31 42 35 76 62

　県内のギャンブル等依存症に関する相談件数の推移（件）


